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バイオマス利活用施設の概要 
作成日：2007年 11月 16日 
作成者：㈱循環社会研究所 

【施設名称】 
BDF製造プラント 
【事業主体】 
NPO法人 大島大好き 
【所在地】 
宮城県気仙沼市 
【運転開始年】 
平成 17年 

原材料および

利用量 
廃食用油 

生産物（種類） BDF 
利用方法 車、マイクロバス、タクシー、トラック、トラクターの燃料 
導入目的・経緯 ＮＰＯ法人「大島大好き」は、環境に対する優しい取組を通じた地域の活

性化を目的として、平成 17年４月に発足した。その活動の一環として、同
年 12月、島内にＢＤＦ製造プラントを設置し、会員による廃食用油の回収、
ＢＤＦの製造、ディーゼルエンジンでの走行試験を行ってきており、18年
４月から本格的にＢＤＦの製造と、会員等への提供をすることとなってい

る。 
廃食用油の回収は、島内だけでなく、市内全域から会員を中心に市民の協

力を得て収集している。 
また、菜の花プロジェクトで製造した菜種油を島内の学校給食センターや

民宿・旅館等で利用し、使用後は回収してＢＤＦを製造する予定としてお

り、島内での資源循環型社会の構築を目指している。 
設備仕様 ＢＤＦ精製装置（エルフＡ３型）、原料タンク、濾過装置、撹拌装置製品

タンク 
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稼働状況  

 
経済性関連デ

ータ 
施設整備費用 10,000千円 
BDFの精製過程などに使用する各種薬品代や、電気料、水道料などから試
算すると、設備費支払いを含めるとランニングコストは、１リットル当た

り 85 円となる。現状で人件費、諸経費は全てボランティアである。BDF
製造プラントの耐用年数は、20年以上とみている。 

導入効果 市民を対象とした BDF事業ボランティア活動の募集や、菜の花プロジェク
トにおける種まき活動等を通じ、市民の間に BDF利用への関心が高まり、
二酸化炭素の排出削減等環境に関する意識が高まってきている。 
BDFを燃料に使用している車は「この車は使用済みてんぷら油をリサイク
ルした BDFで、走っています」というステッカーを貼って走行しており、
このような車が町中を走行することにより、より一層、意識の高まりが期

待される。 
運営上の課題 グリセリンは現在では、県畜産試験場にて牛糞堆肥作成の発酵促進剤とし

てテストに利用頂いており、有効利用への道が開ける可能性がある。BDF
事業や菜の花栽培についても、携われる人の輪の拡大が最大の課題である。

地球温暖化防止にも役立っている活動であり、更なる広がりのため、行政

の積極的な支援を待つ段階である。 
また、大島の体験学習も認知度を高めてきており、環境教育のフィールド

として NPOの活動を継続して行きたい。 
備考・参考資料 「新たなバイオマス・ニッポン総合戦略にむけて～東北地域におけるバイ

オマスの取組～」(平成 18 年 10 月),東北農政局発行 を元に情報追加（平

成 19 年 11 月） 

 

  

作付面積 ： １ｈa 

菜種採取 ： 目標 １トン 


